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オープンデータを
めぐる動向

http://pari.u‐tokyo.ac.jp/column/column84.html

(林雅之、オープンデータ概論 ver.2、2013、
http://www.slideshare.net/mhayasi/20130805?ref=http://blogs.itmedia.co.j
p/business20/2013/08/slideshare192‐8e85.html)



Report:
www.royalsociety.org

Copies on table outside

[Geoffrey Boulton, CODATA conf., 2012]

英国王立協会がWGをつくり、
調査・出版：

「公開事業としての科学」
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Open communication has always 
been part of science

Henry Oldenburg

[Geoffrey Boulton, CODATA conf., 2012]

ヘンリー・オルデンバーグ（1677没：英国王立協会の
初代事務総長。世界で最初に流通した

科学ジャーナルを創設。)

情報の公開は常に科学の一部であった。
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研究者・
専門家

コミュニティ

科学的方法論と科学

合理的
論証

証拠・
実験
結果

［左図版はクルッツ・クリスチャン（社会科学の概論、クロスメ
ディア総合実習2013年7月）より。右写真はICSU Annual 
report 2012より。村山が画面構成・加筆を行った。］

批判・検証・
再試験

論文に含まれない
他の検証情報の

共有

科学者による「科学的」研究



科学的方法論と科学
• 科学とは。
科学的発見・理解(原著論文）の根拠とは。

– 実験方法の記録、第3者による再現実験

– コミュニティ（学会等）による自由な相互批判、検証

• 「科学」という「制度」：

– 情報がオープンで共有されることが必須だった。
検証、再現性の担保 （ 「科学」という方法論の信頼性）

• 科学的発見（原著論文）

– 論文の固定、評価、公表、保存、引用、再利用

– 「論文出版」⇒研究コミュニティ、社会で知を共有。 7



科学研究成果の
再現性担保における問題の例

• 論文から得られる情報が不十分
• 記述が不十分

• 研究基盤としての情報が不十分

• 再現できない事象の検証
•例：気候変動、巨大地震．．．
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科学研究：「制度」と研究情報

結果の公表・
共有・保存
結果の公表・
共有・保存

研究対象・
素材情報
の共有

研究対象・
素材情報
の共有

合理的論理
構築
合理的論理
構築

• 論文の出版
–査読＝
品質維持

• 論文文献の保存・
図書館収蔵等

• 過去文献の参照、• 過去文献の参照、
引用

• 実験プロセス
（再実験可能な
情報）

• 合理的論理構築

• データの「出版」?
–品質維持手法?

• 電子データの維
持・保存体制？

• 関係・利用す
るデータ情報
の参照、引用

• 合理的論理構
築

再検証
可能性
の担保

•科学という
制度の維持

•社会と科学
の信頼関係

紙媒体による
研究情報体制
紙媒体による
研究情報体制

電子データに関す
る研究情報体制
電子データに関す
る研究情報体制



科学の体制（これまで；論文文献の世界）

機関リポジトリ

広義の学術研究情報基盤

学術情報
マネジメントの試行

国際活動・
国際組織

出版社・
出版組織

研究主体・
科学研究者

研究情報の流れ



科学的方法論とデータの問題

• 科学的発見・理解(原著論文）の根拠の考察例

– 再現性高：実験方法の記録、第3者による再現実験

– 再現性低：一過性の現象記録(データ）の再確認（地
球科学[気候変動・地震etc.］、生命科学etc.）

• 根拠となるデータの固定、評価、公表、保存、引
用、再利用

– 科学知の基礎として共有しなくてよいのか。

– ⇔論文の固定、評価、公表、保存、引用、再利用

– 「データ・パブリケーション」という概念が成立する
か？
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科学データの記録・伝達手法の変遷

• Library：紀元前2600
• 紙媒体による公的図書館：8c
•
• 活版印刷の発明：1445
• 初めて成功した科学ジャーナル
（紙媒体）：1665

•
• WDCシステム創設：1957
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
• ENIAC・フォンノイマン：1946
• HDD発明：1956
• TCP/IP、ﾀﾞｲｱﾙｱｯﾌﾟ回線（64kbps)：
1982

• WWW（CERN）：1991
• ブロードバンド・インターネット
(>1Mbps)：～2000

• ICSU‐WDS、RDA等：2008～2013

34
8年

67
年

• 電子メディアを記録・伝達に使うようになってから1世紀たっていない。



[小田他、2013]



[小田他、2013]



[小田他、2013]



http://www.earth‐planets‐space.com/



[小田他、2013]



http://www.earth‐planets‐space.org/ja/



[小田他、2013]



Fin.

以下、予備スライド



“data publication”、 “data citation”とは何か?
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[地球電磁気・
地球惑星圏学会, 
2013]

■データパブリケーション
– データを「出版」する仕組み：

– 課題：データの「査読」「固定」「公表」等をどうするか。

– 課題：ID標準化、引用ルール確立、評価手法など国際団体等で模索中

■データサイテーション
– データを文献のように「引用」「参照」する仕組み

– 課題：ID標準化、引用ルール確立、評価手法など国際団体等で模索中

■データを出版・引用・参照すると
– 論文・書籍と同様、知的生産力の基準に。研究職・教育職の業績評価。

– 信頼できるデータ生成・提供は現代では科学者の仕事。評価
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国立機関によるデータサイテーション事業推進（豪）

[ANDS (豪国立データサービス機関), Data Citation,
Available from: <http://www.ands.org.au/cite‐data/index.html>
(Aug. 2013)]



コメント
• オープンデータ（の科学面）とは

– 研究データ・科学データの共有・利用と、社会の利益・
信頼

– 研究者間のオープンな相互批判・検証は「科学」の一部。
– 論文だけでオープン性を維持できる時代でない

• ICSU‐WDS (World Data System) <http://www.icsu‐wds.org>
– 国際的な学術サイドでの科学データ保全・利用事業。
– ICSU（国際科学会議）の直轄事業・組織。
– 前身：1950年代から継続的なデータ事業。

［WDC (World Data Center), FAGS (Federation of Astronomical & Geophys. Data Services)］

• 動いている・動きつつある活動
– ICSU‐WDS、GEO/GEOSS、…
– データサイテーション、データパブリケーション
オープンなデータ利用


